
5月期国宝特別展示「鮮やかな青色地の尚家紅型衣裳」開催！ 期間：5/13～6/1（那覇市歴史博物館 ☎869-5266）
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４
月
３
日
（
日
）、
若
狭
の
波
の
上
ビ
ー
チ
が
海
開
き
し
、
会
場
に

集
ま
っ
た
多
く
の
家
族
連
れ
が
初
泳
ぎ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
初
泳
ぎ
を
満
喫
し
た
若
狭
小
学
校
２
年
生
の
平
良
美
七
海
さ
ん
は

「
少
し
寒
か
っ
た
。
で
も
海
は
好
き
。
泳
い
だ
り
、
砂
遊
び
し
た
り
楽

し
か
っ
た
。
今
年
も
沢
山
泳
ぎ
た
い
」と
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
波
の
上
ビ
ー
チ
の
利
用
は
10
月
末
ま
で
で
す
。
ビ
ー
チ
に
は
監
視
員

は
も
ち
ろ
ん
、
売
店
や
シ
ャ
ワ
ー
ル
ー
ム
も
完
備
し
て
い
ま
す
の
で
、

安
心
し
て
遊
泳
を
楽
し
め
ま
す
。

　
４
月
16
日
（
土
）、
17
日
（
日
）
の
２
日
間
、
沖
縄
セ
ル
ラ
ー
ス
タ
ジ

ア
ム
那
覇
で
「
２
０
１
１
イ
ー
ス
タ
ン
・
ウ
エ
ス
タ
ン
リ
ー
グ
交
流
戦

i
n
那
覇　
巨
人
V
S
福
岡
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
」
が
行
わ
れ
、
プ
ロ
野
球

界
の
明
日
を
担
う
若
手
選
手
の
迫
力
あ
る
プ
レ
ー
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　
お
父
さ
ん
と
一
緒
に
観
戦
に
来
た
下
里
燿
平
さ
ん
（
小
学
校
3
年
生
）

は
「
ナ
イ
タ
ー
の
試
合
は
面
白
か
っ
た
。
今
度
は
、
巨
人
軍
の
公
式
戦

を
沖
縄
セ
ル
ラ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム
那
覇
で
実
現
し
て
欲
し
い
」
と
笑
顔
で

話
し
て
い
ま
し
た
。

　
４
月
14
日
（
木
）、
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
に
お
け
る
、
市
上
下
水
道

局
職
員
の
活
動
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　
市
は
４
月
２
日
か
ら
10
日
ま
で
の
間
、
市
上
下
水
道
局
職
員
４
人
、
給
水

車
２
台
を
福
島
県
い
わ
き
市
に
派
遣
し
、
応
急
給
水
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　
現
地
の
被
災
状
況
と
と
も
に
、
職
員
か
ら
は
「
海
岸
近
く
に
あ
る
豊
間
地

区
は
、
津
波
の
影
響
が
特
に
大
き
な
地
域
で
す
。
そ
れ
な
の
に
、
沖
縄
か
ら

来
て
い
る
こ
と
を
伝
え
る
と
、
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
と
励
ま
さ
れ
ま
し
た
」

と
心
温
ま
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

迫力あるプレー
を展開！

～ 2011イースタン・
　ウエスタンリーグ交流戦ｉｎ那覇
　　　　巨人ＶＳ福岡ソフトバンク～

がんばろう東日本
～沖縄県災害応援給水隊の
　被災地活動報告～

夏がきたぞー！！
～波の上ビーチ
　　　　　海開き～

那覇市歴史博物館

那覇の歴史・
文化を体感！
那覇の歴史・
文化を体感！56

4月1日から映像シアターを
リニューアルしました。
壺屋焼独特の技法や壺屋地域の魅力などを
動画で紹介しています。
■5月2日(月)は通常開館します。
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画
展

那
覇
の
誕
生
祭
〜
浮
島
か
ら
那
覇
へ
〜

そ
れ
は「
浮
島
」か
ら

　
　
　
　
　

は
じ
ま
っ
た
。
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市
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施
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え　
ば
し

（左上）長虹堤跡
（右）
海東諸国記「琉球国之図」
（中央下）
昭和初期の長虹堤跡

　
朝
鮮
国
王
成
宗
の
命
を
受
け
た
申
淑
舟

に
よ
っ
て
１
４
７
１
年
に
編
さ
ん
さ
れ
た

『
海
東
諸
国
紀
』に
は
、｢

琉
球
国
之
図｣

が

載
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。こ
の
地
図
の
沖
縄

本
島
中
央
に
は｢

琉
球
国
都｣

と
あ
り
、首

里(

首
里
城)

を
示
し
て
い
ま
す
。こ
れ
に
対

し
、左
下
の｢

国
庫｣･｢

久
面
里｣

と
書
か
れ

た
と
こ
ろ
が｢

那
覇｣

で
す
。

　
那
覇
は
離
れ
島
と
し
て
描
か
れ
、そ
の

離
れ
島
は｢

石
橋｣

で
陸
地
と
繋
が
っ
て
い

ま
す
。｢

国
庫｣

は
海
外
貿
易
事
務
や
貿
易

で
得
た
貨
物
を
扱
う｢

御
店｣

と
い
わ
れ
、

後
に
那
覇
の
民
政
を
担
当
す
る｢

親
見
世｣

と
い
う
役
所
と
な
り
ま
す
。こ
の
役
所
は

現
在
の
那
覇
市
東
町
２３-

１
付
近
に
あ
り
ま

し
た
。｢

久
面
里｣

は
中
国
か
ら
の
渡
来
人

が
住
み
着
い
て
で
き
た
集
落｢

久
米
村｣

の

事
で
す
。現
在
の
那
覇
市
久
米
１
丁
目･

２

丁
目一帯
に
あ
た
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
見
る
と
、琉
球
王
国
時
代

の
那
覇
は
、現
在
の
安
里
川･

国
場
川
の
河

口
に
広
が
る｢

浮
島｣

で
、現
在
で
も
安
里

川･

久
茂
地
川
に
架
か
る
橋
々
を
取
り
除

く
と
、か
つ
て
の｢

那
覇｣

に
行
け
な
い
こ

と
が
分
か
り
ま
す
。ち
な
み
に｢

浮
島｣

の

下
に
見
え
る｢
宝
庫｣

は
海
外
貿
易
品
を
保

管
す
る
倉
庫｢
御
物
城｣

の
事
で
す
。こ
れ
は

現
在
も
那
覇
軍
港
内
に
遺
跡
が
残
っ
て
い

ま
す
。

　
首
里
と
浮
島
だ
っ
た｢
那
覇｣
を
結
び
つ

け
た
の
が
、
の
ち
に｢

長
虹
堤｣
と
呼
ば
れ

た
石
橋
で
す
。
こ
の
石
橋
は
１
４
５
１
年
に

造
立
さ
れ
、
橋
は
現
在
の
崇
元
寺
前
か
ら

モ
ノ
レ
ー
ル
美
栄
橋
駅
付
近
を
経
由
し
て
、

国
道
58
号
線
松
山
交
差
点
付
近
ま
で
の
約

１
㎞
に
わ
た
っ
た
そ
う
で
す
。
今
で
い
う
と

こ
ろ
の
海
中
道
路
で
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
船
が
集
ま
る
港
の
機
能
、

貿
易
等
に
従
事
す
る
人
々
の
居
住
地
域
、

さ
ら
に
は｢

国
都｣(

首
里)

と
結
ぶ
交
通
の

便
な
ど
が
整
備
さ
れ
、
現
在
の｢

那
覇｣

発

展
の
礎
が
で
き
あ
が
り
ま
し
た
。

　
企
画
展
で
は
王
国
時

代
か
ら
現
代
の
那
覇
の

様
子
を
紹
介
し
ま
す
。
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【会場】那覇市民会館大ホール
【日時】5月20日(金)
　　　第1部  14時 市制施行90周年記念式典
　　　(市制功労者並び特別表彰者の表彰)
　　　第2部  15時30分 市制施行90周年記念
　　　舞台「心の宝」
【お問い合わせ】
　　 秘書広報課　☎861-5173

　来る5月20日は、那覇市の誕生日にあたる市施行記念日です。今年は、大正10年
に那覇市が誕生してから90周年を迎えます。
　その記念日に記念式典と記念舞台を催します。会場では、90周年にちなみ、90人
の方に巨人軍那覇キャンプ記念泡盛ボトルをプレゼント。市民の皆さまのご来場を
お待ちしています！

那覇市制施行90周年記念式典那覇市制施行90周年記念式典那覇市制施行90周年記念式典

壺屋焼物
博物館
開館時間10時～18時
（入館は17時半まで）

月曜休館
☎862-3761 6862-3762




